






























































誌』につぐ……関川口のものであったが、仕事を始めてみると、大学出んを編集するのに必要なぷ礎資料がお外にも充分保汗されていないことがわかり、当初から大きな慌に突き当たった。阪大新聞が余郊織っていなかったり、戦前の部局資料が戦争 ため放逸してい りして、仕事は怒うように逃まぬことが多かった。通史の執渋滞門委員〈通史編集専門委員長は縦渓教綬〉十問名ばしばしば会合を没ね、学内外の資料の博捜に努めた。通巾んの本文のなかに、適(長一一十六カ所「凶み記事」の慨を設けて、先読の話先生に「生、ぎた一刻一一一一口」 記引をお願いし 、また治時の新聞や却刊誌の一部を松政させていただいて、大学資料では本文 ふ允分記述できなかったとニろを捕なったのも、そうした若心 表われにほかならなかっ本学は
Ji円子加山、教猿泌関係一一一郎、五研究所、各秘研究数山内センターから成る










めて、大学史 センターが設伐され、その保存と凶覧利郎の体制がつ られるよう姿裂したい。外限の大学には、プルヒ!ツとかアーカイブズなとという大学治不史資料館が設けられている場合が多いが、本学においても五十年史刊行を契機に考え 人てよいのではなかろうか。第一一は、大学史資料を取り扱う専門の「資制刊行」を一…、一……名作山院してほしい
;líirl:の発干IJ を 5冬えて155 































































本立構成とすることと当初にな見の一致をみたので、以後 実行委員会のおもな容議事項は、五十年小んの編集大綱の作成と編集・刊行スケジュールの必定であった。なお写山一一集については 八一 一九月でに刊行することが要請されて で、
WAJ小川(集小委員会を一九七九年十以月に














































































大阪大学五十年'i'. 部局!と 1500 
大阪大学五十年史遜'i'. 1500 
大波大学史紀姿第 I け 3000 
グ第2 ~.} 1200 
グ第3 号 1200
グ 第 4~子 1200(予定)
なお， f;j;}i'ò'i'.・通史はこのほかに，印刻IIJ%11:1:討
した(，jI，Ji)ぎ k うせい， (株)[ñJ:1と印刷jが奴廷し，
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北海道大学百年史昭和五 年財界評論新社北海道教育 関学三十年昭和五五年北海道教育大学旭川分校六十年史昭和 九年


























































































































































































































































































































お治大学一一… 史昭 五八年蜘島根 史昭和 六年問山口大学一一…イ年小人昭和五じ 間古川知 の 十年昭 五間作蹴
。
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の編集のかたわら紀要も三円げな刊行したが水分をもって終刊と決まった。この問、心あたたまる激励や過分のおほめ ←一白菜をいただき感謝の音楽もない。巻頭市叩」ん委員長 一守口にあるように一日も円十い復刊の態勢が樹てられるこ を希ている。本サの発行は予定がふ人一制に くれ、関係者の方々にご迷惑をおかけした。。丸山抽出氏「
tnm
顕一一一のこと」は発刊当初から金慨していたものだが、資心の
米脱稿、掲載することができよろこびに えない。鎌谷籾山品川氏の論文「大阪帝
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集室打合せ編集お資料移動ハ七月二イ六日)間合館
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仰心ハ肘氏尽力的内
へ。凶行、五十年史資料・編集室開窓となる通史印刷桃出米上り
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同大学の形成」の附郎総円以は長大なものとなり、川州政宗のたってのぷ史で大籾に縮小されたもので、氏の労に謝したい
0
0
フ什川ハ
'U川利行日記抄」は本学創立以米の興味深い山下柄がめ/く収録されており、
当時の誠一が一口として町側めて公況なものである。日記の収録・選択・摘抄に多忙のなか心魂を注がれた芝裕夫氏の情熱には郊が一トるおもいであった。
山村娘一一内総長時代の訓阪をもって本サをしめくくるこ
とができ、有終の美を飾るこ になった。記して謝立を表する次第である
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八〉五十年史資料は本文中にも記されているように、問市川同附郎氏早川訂附仰に移されたが、以降も時折利用者がある。米だ十分整期が行制いていないため、約一%者不ふ化の時にはご不使をおかけしている。いずれ改山必ずるよう労力したい。
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